
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　臀部の形を整えるべく、
　

一対の環状部と、腰部を締め付け可能な帯部とを備え、
　
　 ヒップ用ブラジャー。
【請求項２】
　前記一対の環状部のそれぞれは、前記臀部の片側を覆うカップ部を個別に有する請求項
１に記載のヒップ用ブラジャー。
【請求項３】
　 内側には前当布が設けてある請求項１または２に記載のヒップ用ブラ
ジャー。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、臀部の形を整えるためのヒップ用ブラジャーに関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来のガードルは、図２１に示すように、臀部の周りを覆う筒状のものと股下部分を支
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当該臀部の下方と股底とを含む領域において夫々の足に面接当するように角度を設定し
た

前記帯部が前記環状部の少なくとも一部を支持し、
前記股底の部分において前記一対の環状部が互いに縫合してある

前記股底の部分の



える当て布とを縫い合わせて構成されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　しかし、前記従来のガードルでは、図１８のＦ－Ｆ’断面図である図１６のＨ ,Ｈ’に
示すように、締め付けにより、臀部の左右の山が中心に寄せられ、くっついて、臀部が押
しつぶされてしまう。すなわち、股底が一枚の面でできている形状のものでは、ヒップを
締め付ける力には作用するが、上への引っ張りにはあまり作用しない。よって、筒状のガ
ードルでは、お尻を包み込んで一つにまとめているという結果になり、臀部の肉は、締め
付けのない部分と締め付けの弱い部分、すなわち臀部の谷間と股下足繰りの部分とへ移動
していた。
　したがって、このようなガードルでは、図１９のＤ－Ｄ’断面図である図２０に示す自
然体の臀部に比べて、臀部の谷間が無くなっており、パンツやスラックスを綺麗に履きこ
なせない。
【０００４】
　本発明は上記問題に鑑み案出されたものであり、ヒップアップされた形の良いヒップを
形成し、服を綺麗に着こなすための立体的なシルエットを造ることができるヒップ用ブラ
ジャーを提供することを目的とするものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するための、本発明に係るヒップ用ブラジャーの第１特徴構成は、臀部
の形を整えるべく、

一対の環状部と、腰部を締め付け可能な帯部とを備え、

点にある。
【０００６】
　つまり、この構成によれば、臀部を片側ずつ別々に支えることができるため、綺麗な形
のヒップと安定したヒップアップを可能にした。
【０００７】
　本発明に係るヒップ用ブラジャーの第２特徴構成は、前記一対の環状部のそれぞれは、
前記臀部の片側を覆うカップ部を個別に有する点にある。
【０００８】
　つまり、この構成によれば、カップ部で、臀部の肉を受け留めることができるため、ヒ
ップアップでき、形の良いヒップを形成することができる。
【０００９】
　本発明に係るヒップ用ブラジャーの第３特徴構成は、 内側には前当布
が設けてある点にある。
【００１０】
　つまり、この構成によれば、股繰りの食い込み、及び汚れを防止することができるため
、下着として一枚で、直に着用することができる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
　本発明に係るヒップ用ブラジャーは、夫々の足を挿通可能な一対の環状部と、腰部を締
め付け可能な帯部とを備え、前記環状部と前記帯部とが腹部側で縫合してあるものである
。これにより、綺麗な形のヒップと安定したヒップアップが可能となる。
【００１２】
　本発明では、パンツを美しくはける下着について、人間工学に基づいた立体を検討した
結果、図１及び２に示すように、ヒップを形良く綺麗に作り上げるために必要な切り替え
の立体が完成した。
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態に付いて、図面を参照して説明する。
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　図３は、本発明のヒップ用ブラジャーの左身頃の展開図であり、図４は、この左身頃の
平面図である。図５は、本発明のヒップ用ブラジャーの背面立体分解図である。また、図
６～図８は、それぞれ本発明のヒップ用ブラジャーを構成する環状部の正面図、背面図、
側面図である。
【００１４】
　環状部は、図３及び図４に示すようにパーツ１の縁部１０とパーツ２の縁部１０Ａとを
繋ぎ、パーツ１の縁部８ｃとパーツ２の縁部８ｂとを繋いで環状に構成する。そして、図
９に示すように、環状部に帯部３を繋ぎ、パーツ４，５からなるカップ部を設けることに
より左身頃を作製し、同様に作製した右身頃と縫合して本発明のヒップ用ブラジャーとす
る。このような構成により、ヒップのブラジャーとして、これまでにないヒップアップ効
果と丸く形の良いヒップの形成ができる。
【００１５】
　ここで、従来のガードルと比較すると、本発明のヒップ用ブラジャーでは、図１３に示
すようにヒップの中央の股繰りにかけて谷間ができているのに対し、従来のガードルでは
、図１４に示すようにヒップの中央から股繰りにかけて、谷間が無くなっている。すなわ
ち、本発明のヒップ用ブラジャーを着用した場合では、図１５に示すようにＥ，Ｅ’は、
ヒップの山が左右に独立して立体になっているが、従来のガードルを着用した場合では、
ＨとＨ’とは繋がっており、ヒップの山が中央に寄せられている。
【００１６】
　また、ヒップの谷間に関して、図１９のＤ－Ｄ’断面図である図２０に示す、なにも着
用していない場合と比較しても、図１７に示す本発明のヒップ用ブラジャーを着用した場
合には、谷間ができているが、図１８に示す従来のガードルを着用した場合には、谷間が
なくなっており、本発明のヒップ用ブラジャーと従来のガードルとの立体の違いが確認で
きる。
【００１７】
　本発明に係るヒップ用ブラジャーは、図１０～図１２に示すように、股底に前当布９が
設けてある。すなわち、前当布９を図１及び図２における縫合線１０，１２に、はさみ込
むことにより股下の面２，２Ａで形成される山形の上に、前当布９が乗った状態の２重の
立体構造の面とすることにより、股繰りの食い込み及び汚れを防止することができ、ショ
ーツの上に重ねて履く必要もなく、一枚で履くことが可能となる。また、前当布９に抗菌
、防臭加工を施すこともでき、これにより前当布９の有効性をさらに発揮させることがで
きる。
【００１８】
　本発明のヒップ用ブラジャーは、着用する事で快適な着心地と綺麗なヒップの形を得ら
れるという満足感にあわせ、締め付けによるストレスからも解放される健康的下着である
。下着の目的をおしゃれを楽しむための下着として、着用者の本来の目的に合わせること
で、新たな生活環境を得ることができる。それは下着を着ける喜びと服をおしゃれに着こ
なせるという喜びに加え、肉体的にも精神的にもリラックスできる下着こそが、女性の美
しさにつながり、このような下着を造ることこそが下着産業に著しい波及効果を及ぼすも
のである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のヒップ用ブラジャーの正面斜視図
【図２】本発明のヒップ用ブラジャーの背面斜視図
【図３】本発明のヒップ用ブラジャーの左身頃の展開図
【図４】本発明のヒップ用ブラジャーの左身頃の平面図
【図５】本発明のヒップ用ブラジャーの背面立体分解図
【図６】本発明のヒップ用ブラジャーのヒップを支える基軸になるパーツの組立正面図で
ある。
【図７】本発明のヒップ用ブラジャーのヒップを支える基軸になるパーツの組立背面図
【図８】本発明のヒップ用ブラジャーのヒップを支える基軸になるパーツの中心側からみ
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た側面図
【図９】本発明のヒップ用ブラジャーの左半身を組み立てた見頃の中心側からみた背面斜
視図
【図１０】本発明のヒップ用ブラジャーの前当布を付けた状態を表す平面図
【図１１】本発明の前当布部分の図１０における断面線（Ｐ－Ｐ’）での断面図
【図１２】本発明の前当布部分の図１０における断面線（Ｑ－Ｑ’）での断面斜図
【図１３】本発明のヒップ用ブラジャーを着用した背面斜視図
【図１４】従来のガードルを着用した背面斜視図
【図１５】本発明のヒップ用ブラジャーを着用したときの図１７における断面線（Ｃ－Ｃ
’）での断面図
【図１６】従来のガードルを着用したときの図１８における断面線（Ｆ－Ｆ７’）での断
面図
【図１７】本発明のヒップ用ブラジャーを着用したときの図１５における断面線（Ａ－Ａ
’）での断面図
【図１８】従来のガードルを着用したときの図１６における断面線（Ｂ－Ｂ’）での断面
図
【図１９】女性のヒップの側面図
【図２０】図１９における断面線（Ｄ－Ｄ’）での断面図
【図２１】従来のガードルの形状を表す背面斜視図
【符号の説明】
１，１Ａ　　　　　パーツ
２，２Ａ　　　　　パーツ
３，３Ａ　　　　　帯部
４，４Ａ　　　　　パーツ
５，５Ａ　　　　　パーツ
６ａ，６ｂ　　　　前中心縫合線
７ａ，７ｂ，７ｃ　後ろ中心縫合線
８ａ，８ｂ，８ｃ　足口線
９　　　　　　　　前当布
１０　　　　　　　股下縫合線
１１　　　　　　　ヒップ布縫合線
１２，１２Ａ　　　腰布縫合線
１３　　　　　　　後腰布縫合線
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】
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